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News & Information

８月  21 日 金 総務企画課 庶務財政班
☎ 0195-42-2111（内線 168）

試験職種 採用予定人員 受験資格
一般事務 若  干  名 　昭和 55年４月２日から平成 15年４月１日までの間に生まれた人

一般事務
（障がい者対象） １名程度

・次のすべての要件を満たす人
⑴　身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付
　を受けている人
⑵　昭和 55年４月２日から平成 15年４月１日までの間に生まれた人
⑶　活字印刷文による出題に対応でき、かつ、口頭による面接試験に対応できる人

保育士・
幼稚園教諭 若  干  名 　昭和 55年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格および幼稚園教諭２種免

許の両方を有している人または採用までに取得する見込みの人

保健師
１　  名

　昭和 55年４月２日以降に生まれた人で、保健師資格を有している人または採
用までに取得する見込みの人

土木技師
（高卒程度）

　昭和 55年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校（同等
以上の学歴を含む）を卒業または令和３年３月までに卒業見込みの人

　ただし、次のいずれかに該当する人は、受験できません
ア　成年被後見人および被保佐人
イ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、または執行を受けることがなくなるまでの人
ウ　日本国憲法またはその下に成立した、政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、ま
　たはこれに加入した人
エ　九戸村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人

■申込受付期間
　７月20日（月）～８月21日（金）
　午前８時30分～午後５時15分
※土日祝除く。郵送の場合は、８月21日（金）午後
　５時15分までに到着したものに限り受け付け。
■申込方法
①　申込用紙「令和２年度九戸村職員採用試験申込書」
　に必要事項を記入し、九戸村役場総務企画課（〒028-
　6502　岩手県九戸郡九戸村大字伊保内10-11-6）に

　提出してください。
②　申し込みの際には、所定の箇所に顔写真を貼り、　
　受験票用に同じ写真１枚と84円切手を貼ったあて
　先明記の返信用封筒（長形３号）を添えてください。
③　郵便で申し込む場合は、封筒の表に「採用試験申込」
　と朱書きしてください。
■その他
　各職種の受験資格、試験内容などの詳細については、
試験案内で確認してください。

第１次試験

▪日時　９月20日㈰     午前 10 時開始 （受付：午前９時～午前９時 40分）
▪場所　  二戸市立福岡中学校

申込締切 問い合わせ

令和２年度九戸村職員採用試験（令和３年４月 1日採用予定）
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農
業
委
員

農
業
委
員
・
推
進
委
員

・
推
進
委
員
紹
介
紹
介

南　　信　男南　　信　男
（山屋・58）（山屋・58）

千　葉　一　孝千　葉　一　孝
（長興寺下・67）（長興寺下・67）

向　平　敏　光向　平　敏　光
（戸田下・66）（戸田下・66）

野辺地　吉　夫野辺地　吉　夫
（江刺家上・70）（江刺家上・70）

七　戸　はるみ七　戸　はるみ
（細屋・52）（細屋・52）

城　戸　あき子城　戸　あき子
（川向・59）（川向・59）

関　口　富貴子関　口　富貴子
（戸田上・65）（戸田上・65）

桂　川　美智雄桂　川　美智雄
（瀬月内・63）（瀬月内・63）

田　澤　太　朋田　澤　太　朋
（山根・25 ）（山根・25 ）

向　井　春　夫向　井　春　夫
（荒谷・61）（荒谷・61）

　
農
業
委
員
会
総
会
が
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
新
た
に
同
委
員

の
会
長
や
会
長
職
務
代
理
者
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決

定
し
ま
し
た
。
各
委
員
の
任
期
は
、
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら
令

和
５
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
各
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

番　澤　浩　全番　澤　浩　全
（戸田下・65）（戸田下・65）

細　川　育　子細　川　育　子
（細屋・64）（細屋・64）

上　村　陛　巳上　村　陛　巳
（川向・54）（川向・54）

　法務大臣から３人に人権擁護委員の委嘱状が発令されま
した。任期は、令和２年７月１日から令和５年６月30日ま
での３年間です。委嘱された委員を紹介します。（敬称略）
　人権擁護委員とは、地域で人権啓発活動を行ったり、地
域の皆さんからの人権相談に応じたりするなどの活動を
行っています。

農
業
委
員

氏名（敬称略）氏名（敬称略）
（行政区・年齢）（行政区・年齢）

農業委員会の
会長と会長職
務代理者以外
は議席番号
順。年齢は７
月 20日現在。

会
長

代
理

人権擁護委員３人委嘱人権擁護委員３人委嘱

本　地　善　也本　地　善　也
（平内・63 ）（平内・63 ）

上　村　吉　男上　村　吉　男
（山根・64）（山根・64）

小井田　重　雄小井田　重　雄
（田代・64）（田代・64）

松　澤　浩　二松　澤　浩　二
（川向・45）（川向・45）

大　崎　善　孝大　崎　善　孝
（雪屋・65 ）（雪屋・65 ）

石　川　弘　志石　川　弘　志
（道地・64）（道地・64）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

News & Information
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伊藤 仁
ひとし

 氏 が副村長に就任

【
就
任
あ
い
さ
つ
】

　
こ
の
た
び
副
村
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
仁

で
す
。
約
５
年
ぶ
り
の
県
北
勤
務
で
あ
り
、
当
時
、

県
の
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
九
戸
村
の
た
め
、
ま
た
働
け
る
こ
と

を
光
栄
に
思
い
ま
す
。「
日
本
で
一
番
暮
ら
し
た
い

九
戸
村
」
を
目
指
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
大
い
に
語

り
、共
に
行
動
す
る
日
々
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

▪
生
年
月
日　
昭
和
34
年
４
月
15
日
（
61
歳
）

▪
出
身
地　
岩
手
県
奥
州
市
（
旧
水
沢
市
）

▪
お
も
な
経
歴　
県
農
林
水
産
部
流
通
課
総
括
課

長
、（
公
財
）
い
わ
て
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事

兼
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
。
定
年
退
職
後
、
商
工
労

働
観
光
部
商
工
企
画
室
特
命
参
事
を
務
め
る
。

安藤サチ子さんに交通指導員感謝状

43 年間交通安全に寄与

　

退
任
し
た
交
通
指
導
員
へ
の

感
謝
状
伝
達
式
は
、
7
月
8
日

に
二
戸
地
区
合
同
庁
舎
で
開
か

れ
、
本
村
と
二
戸
市
の
退
任
交

通
指
導
員
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
安
藤
サ
チ
子
さ

ん（
78
）＝
伊
保
内
下
＝
が
受
賞
。

県
北
広
域
振
興
局
の
高
橋
進
局

長
か
ら
、
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
後
に
安
藤
さ
ん
は
、「
今

回
感
謝
状
を
受
け
て
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん

の
顔
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
保
育
園
な
ど
に
指
導
に
行

け
た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で

す
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
何
年
も
飲
酒
運
転
ワ
ー
ス

ト
１
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
す
」
と
43
年
間
の
思
い
出
を

話
し
ま
し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に

初
代
会
長
に
勧
め
ら
れ
、
交
通

指
導
隊
に
入
隊
。
そ
の
後
は
、

女
性
初
の
交
通
指
導
隊
長
や
二

戸
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
の
会
長
も
務
め
ま
し
た
。

高橋進県北広域振興局長から賞状を受け取る安藤さん

賞状を手にする荒田祐樹社長（株式会社アラタ）

２団体８人に賞状
　
交
通
功
労
者
表
彰
と
二
戸
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
表

彰
を
受
賞
し
た
、
２
団
体
８
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

【
交
通
功
労
者
表
彰
】

1
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

❖
優
良
交
通
団
体　
　
株式会社
ア
ラ
タ
（
代
表 

荒
田
祐
樹
）

❖
交
通
功
労
者　
　
本
地
春
彦

❖
優
良
運
転
者　
　
岩
崎
由よ
し
あ
き秋
、
平
中
幸
子

2
二
戸
警
察
署
長
・
二
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

❖
交
通
功
労
者　
　
千
葉
モ
ヨ
、
古
舘
実み
ち
ゆ
き
智
幸

❖
優
良
運
転
者　
　
澤
口
光
雄
、
田
澤
美
佐
子

【
二
戸
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰
】

❖
功
労
者
表
彰　
　
森
下
誠
（
村
地
域
安
全
推
進
隊
）

❖
一
般
功
労
団
体
表
彰　
　
川
向
行
政
区

交通功労者表彰＆二戸地区防犯協会表彰

　
辞
令
交
付
式
は
、
７
月
20
日
に
村
役

場
村
長
室
で
行
わ
れ
、
晴
山
裕
康
村
長

か
ら
伊
藤
仁
氏
に
副
村
長
に
命
ず
る

旨
の
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
接触確認アプリ（COCOA）
－ Contact Confirming Application－

陽性者との接触を知り
自分や大切な人を守る

ダウンロード手順
❶ AppStore（iphone）または
　 GooglePlay（Android）から
　ダウンロードする

AppStore GooglePlay

❷ QR コードを読み込み、　　
　 AppStore や GooglePlay から
　 インストールする

❸ダウンロードされたアプリを
　起動させ、案内に従って登録

【画面イメージ】
⃝感染者と接触した可能性に
ついて通知を受け取れます。

　本アプリは、利用者本人の同意を前提に、ス
マートフォンのブルートゥースを利用して、お
互いに分からないようプライバシーを確保し 、
新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した
可能性について、通知を受け取ることができる
アプリです。陽性者と接触した可能性が分かる
ことで、検査の受診など保健所のサポートを早
く受けることができます。

≪利用者向けＱ＆Ａ≫
【問１】他の利用者との接触をどのように記録するのですか。
　スマートフォンのブルートゥースを利用して、ほかのスマートフォンとの近接
した状態（おおむね 1 ㍍以内で 15 分以上）を接触として検知します。

【問２】個人情報が収集されることはないですか。
　氏名・電話番号・メールアドレスなどの個人情報を入力いただくことはありません。

【問３】アプリではどのような通知が来ますか。
　陽性者が陽性であることを登録した場合に、その陽性者と過去 14 日間に、おお
むね１㍍以内で 15 分以上の近接をした状態の可能性があった場合に通知されます。

お済みですか？マイナンバーカード申請

スマホで顔写真を撮影
▼

スマホで交付申請書のＱＲ
コードを読み取る

▼
申請用ＷＥＢサイトでメール
アドレスを登録

▼
申請者専用ＷＥＢサイトのＵ
ＲＬが届いたら顔写真を登録
し、必要事項を入力

スマートフォン

カメラで顔写真を撮影
▼

申請用ＷＥＢサイトでメール
アドレスを登録

▼
申請者専用ＷＥＢサイトのＵ
ＲＬが届いたら顔写真を登録
し、必要事項を入力

パソコン

タッチパネルから「個人番号
カード申請」を選択

▼
撮影用の料金投入。交付申請
書のＱＲコードをバーコード
リーダーにかざす

▼
画面の案内に従って、必要事
項を入力

▼
画面の案内に従って、顔写真
を撮影して送信

証明用写真機

交付申請書に必要事項を記入
し、６カ月以内に撮影した顔
写真を貼り付けて郵送

郵便

　マイナポイントの利用時期が近づくと、交付申請が混み合い、交
付まで時間を要する事が見込まれます。マイナンバーカードの申請
はお早めにお願いします。
　ここでは、マイナンバーカードの申請方法を４つ紹介します。

問  住民生活課国保住民班
☎ 42-2111 内線 213
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基本給付

　児童扶養手当を受給しているひとり親世帯な
どの人への給付
◆給付対象者　次の①～③のいずれかの該当者
①令和２年６月分の児童扶養手当が支給される人
②公的年金などを受給しており、令和 2 年６月
　分の児童扶養手当の支給が全額停止される人
③新型コロナウイルスの影響を受け家計が急変
　するなど、収入が児童扶養手当を受給してい
　る人と同じ水準となっている人
◆給付額
　１世帯５万円（第２子以降１人につき３万円）

追加給付

　新型コロナウイルスの影響を受けて家計が急
変し、収入が減少している人への給付
◆給付対象者
　基本給付金対象の①または②に該当する人の
うち、新型コロナウイルスの影響を受けて家計
が急変し、収入が減少した人
◆給付額
　１世帯５万円

給付金の支給手続き

◆基本給付…申請「不要」
　８月下旬、令和２年６月分の児童扶養手当を
支給している口座に振り込み予定です。
◆追加給付…申請「必要」
　申請書に必要事項を記入して、必要書類とと
もに役場住民生活課に直接、または郵送で提出
ください。届出様式などは、県・村ホームペー
ジまたは役場住民生活課窓口にあります。

給付対象者①に該当する人

◆基本給付・追加給付…申請「必要」
　申請書に必要事項を記入して、必要書類とと
もに役場住民生活課に直接、または郵送で提出
ください。届出様式などは、県・村ホームペー
ジまたは役場住民生活課窓口にあります。

給付対象者②・③に該当する人

ひ
と
り
親
世
帯

村役場窓口
岩
手
県

給付金の
申請手続き

提 出

指定口座へ振り込み

問い合わせ

　住民生活課地域福祉班（☎ 42-2111 内線 203）

　
令
和
２
年
度
の
村
消
防
演
習

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
消
防
団
活
動
に

長
年
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
、
丸
付
き
数

字
は
所
属
分
団
、
本8  

88

は
本
部
付
）

3
功
績
章
（
勤
続
15
年
）

　

松
本
栄
子 

本8 

88

、
下
村
忠
志

⑩
、
上
村
真
樹
⑪
、
安
堵
城
正

人
⑪
、
奥
井
竜
夫
⑫
、
段
下
哲

也
⑭
、
竹
村
諭
⑭

4
精
練
章
（
勤
続
３
年
）

　

岩
本
有
聖
①
、
小
笠
原
賢
一

①
、
小
野
寺
啓
太
③
、
大
崎
崇

仙
③
、
河
村
泰
輔
④
、
七
戸
宏

大
⑤
、
七
戸
志
郎
⑤
、
浅
水
大

樹
⑤
、
櫻
庭
大
翔
⑥
、
櫻
庭
康

洋
⑥
、
山
本
翔
太
⑨
、
田
澤
大

智
⑬

5
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

小
笠
原
歩
①
、
小
笠
原
雅
紹

①
、
保
大
木
純
路
①
、
橘
塁
②
、

大
崎
淳
③
、
七
戸
勉
⑤
、
高
倉

盛
⑧
、
高
倉
卓
也
⑧
、
笹
木
康

智
⑨
、
西
野
啓
樹
⑨
、
久
保
太

毅
⑪

消
防
団
活
動
へ
の
功
績
を
称
え
て

九
戸
村
長
表
彰

1
無
火
災
表
彰
（
10
年
間
無
火
災
）

　

村
消
防
団
第
６
分
団
、
村
消

防
団
第
11
分
団

2
功
労
章

　
細
川
勝
美
⑤
、
中
村
和
人
⑨
、

高
島
克
己
⑨
、
川
原
憲
彦
⑪
、

南
健
一
⑬
、
野
辺
地
利
之
⑬

3
功
績
章

　
細
川
照
人
⑤
、
野
辺
地
基
之
⑬

1
優
良
竿
頭
綬

　

村
消
防
団
第
４
分
団
、
村
消

防
団
８
分
団

2
功
労
章
（
勤
続
20
年
）

　

尾
友
一
雄
①
、
下
高
山
朋
徳

①
、
橋
山
敬
介
②
、
千
葉
明
⑥
、

小
笠
原
孝
法
⑧
、
高
倉
直
樹
⑧
、

中
村
真
樹
⑭

　

栗
谷
川
藤
雄
（
元
分
団
長
）、

池
田
廣
志
（
元
分
団
長
）、
久
保

和
明
（
元
分
団
長
）、
大
崎
義

章
（
元
副
分
団
長
）、
白
銀
幸
雄

（
元
班
長
）、 

故8 

88

細
川
忍
（
元
班

長
）

岩
手
県
消
防
協
会
二
戸
地

区
支
部
長
表
彰

永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員

感
謝
状

ひ
と
り
親
世
帯
に
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

【新型コロナウイルス感染症対策事業】

※児童扶養手当受給者には、現況届の通知とともに、
　案内を送付します。
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森
林
の
伐
採
・
開
発

森
林
の
伐
採
・
開
発

手
続
き
が
必
要
で
す

手
続
き
が
必
要
で
す

　

森
林
は
、
水
を
育
ん
だ
り
土

砂
災
害
を
防
い
だ
り
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
持
っ
て

お
り
、
無
秩
序
な
伐
採
が
相
次

ぐ
と
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
を
伐
採
す
る
際
は
、
自

分
の
所
有
す
る
森
林
で
も
事
前

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
伐
採
す
る
90
～
30
日
前
ま

で
に
役
場
農
林
建
設
課
へ
届
け

森
林
取
得
所
有
者

森
林
取
得
所
有
者

新
た
な
届
け
出
を

新
た
な
届
け
出
を

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
場
合
、
土
地
が
所
在
す

る
市
町
村
へ
の
届
出
が
森
林
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

個
人･

法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
な
ど
で
新
た
に
山
林

を
取
得
し
た
人
は
、
面
積
に
よ

ら
ず
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た

山
林
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、
所
有

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権

移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
、
面
積
、
土
地
の
用
途
な
ど

を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と

し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
ま
た

は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利

を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書

類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示

す
図
面
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
保
安
林
の
指
定
を
受
け
て

い
る
と
伐
採
は
事
前
に
許
可
を

と
る
必
要
が
あ
り
、
無
許
可
伐

採
は
県
の
監
督
処
分
を
受
け
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

森
林
の
開
発
に
つ
い
て
も
、

申
請
が
必
要
で
す
。
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
連
絡
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

≲
問
い
合
わ
せ
≳

　

農
林
建
設
課
生
産
振
興

班　
（
☎
42
・
２
１
１
１
内

線
２
５
１
）
ま
た
は
二
戸

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務

室
（
☎
23
・
９
２
０
４
）

自
然
を
守
る
た
め
に
必
ず
届
出
を

戦
没
者
等
の
遺
族
に

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

特
別
弔
慰
金
を
支
給

　

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄

の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
痛
し
、
国

と
し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を
表

す
た
め
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

制
度
概
要

　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
時
点
で
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人

（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
に

支
給
し
ま
す
。

　
戦
没
者
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

▽
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

支
給
対
象
者

取
得
し
た
人
▽
戦
没
者
な
ど
の

子
▽
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
▽
前

述
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

―
―
。

　

額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
の

記
名
国
債
）

支
給
内
容

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和

５
年
３
月
31
日

※
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
請
求

　
で
き
な
く
な
り
ま
す

請
求
期
間

　
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班（
☎

42
・
２
１
１
１
内
線
２
０
１
）

請
求
・
問
い
合
わ
せ



8

　パワーアップ教室が７月２日に村内で開かれ、歩いて健康
を維持しようと39人が参加。村山友会の岩渕好生さんと村
田勝義さんを先頭に、といのみランドと銚子の雨

あまつづ

堤みを目指
しました。といのみランドでは、管理をする千葉利夫さんか
ら、名前の由来や作ったきっかけなどを聞きました。その後、
銚子の雨堤みを目指そうとしましたが、雨のため途中で断念。
参加者は、来年まで元気でいようと笑い合っていました。

企業人による出前講座（二戸地域振興センター主催）は６
月23日、伊保内高校で行われ、全校生徒76人が４つの業
種の職業観や仕事内容ついての講話を受講しました。
　「㍿小松製菓」や「おもてなしの宿おぼない」「九戸福祉会」「九
戸村役場」の各講師は、仕事内容やどういった人を求めてい
るかなどを生徒に話しました。聴講した生徒は、将来の職業
を決める上での参考にしていました。千葉さん㊧から「といのみランド」について聞く参加者

おぼない旅館の大建ももこさんから話しを聞きました

紙飛行機飛ばし大会は、６月26日に江刺家小学校で行われま
した。この大会は髙﨑信さん（76）＝長興寺上＝が、紙飛行機が
なぜ飛ぶのかを子どもたちに考えてもらおうと、企画しました。
　２～６年生28人は、紙飛行機を誰が一番長い時間、空中に滞
在させることができるかを競いました。児童は、飛ぶ原理を学び、
長時間滞在させるにはどうしたらいいのか、考えながら飛ばして
いました。全校１位は古舘明

めいと

澄さん（６年）の４秒。 長時間滞空させようと挑戦する児童

七夕お飾り会は６月30日、ひめほたるこども園で開かれまし
た。３～５歳の園児27人が、防犯や交通安全への願いを込めた
短冊を飾り付けました。お飾り会には、近未来警察カシオペアも
駆けつけ、園児たちと一緒に短冊を結んでいきました。カシオ
ペアからは、プレゼントが園児に手渡されました。参加した山本
大
たいが

翔君（４）は「カシオペアと飾り付けが楽しかった。ちゃんと
鍵をかけて泥棒が入らないようにしたい」と元気に話しました。防犯や交通安全を願う園児と近未来警察カシオペア

むらのわだいむらのわだい －－ Kunohe's TopicsKunohe's Topics－－

犯への願い 短冊に
こども園で七夕お飾り会防防

んで学ぶ飛ぶ原理
紙飛行機飛ばし大会遊遊

業種の仕事を知る
伊高で企業人出前講座各各

康で元気な体作り
パワーアップ教室健健
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桑
の
実
や
幼
な
心
の
よ
み
が
え
る

田
村　

畦
畔

絶
景
や
青
田
に
映
す
我
が
郷
里

見
上
げ
れ
ば
ほ
の
か
に
匂
う
栗
の
花

放
置
畑
見
事
な
乱
舞
夏
の
蝶

起
き
る
度
幾
度
も
眺
む
百
合
の
花

初
茄
子
は
得
意
の
料
理
味
噌
炒
め

前
線
が
列
島
停
滞
大
出
水

高
島
ふ
み
女

青
田
道
水
の
見
廻
り
勤
め
前

米
寿
ま
で
生
き
延
び
た
い
が
栗
の
花

七
夕
や
駄
駄
を
捏こ

ね
た
る
願
望
も

梅
雨
晴
間
築
六
十
余
年
解
体
す

障
り
あ
る
同
士
の
談
笑
半は

ん
げ
し
ょ
う

夏
生

放
映
の
台
風
惨
禍
心
痛
し

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

黄
水
仙
咲
く
路
地
裏
の
明
る
さ
よ

あ
る
な
し
の
風
に
答
へ
て
い
た
ち
草

空
の
青
占
め
こ
ぞ
り
咲
く
白
木
蓮

磯
蟹
の
触
る
れ
ば
は
さ
み
か
ざ
し
た
る

威
勢
よ
き
浜
の
女
や
若わ

か

め布
売
る

冬
部　

雪
女

山
の
辺
に
肩
寄
す
一
村
青
田
風

甚
平
を
着
て
小
ざ
っ
ぱ
り
和
尚
さ
ん

奥
深
く
棲
む
人
の
あ
り
栗
の
花

万
緑
や
寺
の
風ふ

う
た
く鐸

古
り
に
け
り

夏
草
の
更
地
あ
ち
こ
ち
過
疎
の
村

日
は
燦さ

ん
さ
ん燦

育
ち
盛
り
の
大
青
田

熊
野
館
鎮
守
の
杜も

り

や
栗
の
花

九
戸
句
会
よ
く
ぞ
此こ

こ処
迄ま

で

夏
深
む

産う
ぶ
す
な土

に
生
き
る
も
死
ぬ
も
蟻
地
獄

末
法
の
世
に
つ
く
ね
ん
と
夕
端
居

敗
将
の
塚
や
真
昼
の
木
下
闇

朝
ま
だ
き
九
戸
連
邦
夏
の
霧

【
六
月
席
題
詠
よ
り
】

鳥
居
抜
け
神
社
へ
続
く
木
下
闇　
　
　

（
畦　

畔
）

こ
の
道
を
い
つ
も
散
歩
や
風
薫
る

耐
え
て
こ
そ
人
の
道
な
り
蟻
の
列　
　

（
ふ
み
女
）

木
下
闇
馬
産
地
の
名
残
り
祠

ほ
こ
ら

古
る

近
道
の
裏
参
道
や
木
下
闇　
　
　
　
　

（
雪　

女
）

葉
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
庵
の
道

静
か
な
る
鎮
守
の
杜
や
木
下
闇　
　
　

（
青　

村
）

夕
映
え
の
青
柳
な
び
く
川
辺
道

む
ら
の
文
芸

第
３
８
７
回

第
３
８
７
回

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

安
定
的
な
雇
用
の

確
保
に
向
け
要
請

　

安
定
的
な
雇
用
の
確

保
等
に
関
す
る
関
係
団

体
へ
の
要
請
活
動
が
、

６
月
25
日
に
村
商
工
会

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
晴
山
裕
康

村
長
が
、
新
規
学
卒
者

の
採
用
枠
確
保
や
働
き

方
改
革
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
な
ど
が
書

か
れ
た
要
請
書
を
読
み

上
げ
、
尾
友
元
一
村
商

工
会
長
に
同
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

八重樫  慧
けいゆう

友くん

８月８日生まれ／長男／長興寺上

（父）秀昭さん（母）恵美子さん

　　「いっぱい遊んで、
元気に育ってね」　　
父・母より

１歳のお誕生日おめでとう☆

プ
ー
ル
の
利
用
は

安
全
に
け
が
な
く

　

村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
安
全
祈
願
祭

と
開
所
式
は
6
月
25

日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
晴
山
裕

康
村
長
や
、
櫻
庭
豊
太

郎
村
議
会
議
長
な
ど
20

人
が
出
席
。
利
用
者
が

安
全
に
プ
ー
ル
を
使
え

る
よ
う
に
祈
願
し
ま
し

た
。
千
葉
和
彦
宮
司
が

祝の
り
と
そ
う
じ
ょ
う

詞
奏
上
や
清せ
い
ば
つ祓
な
ど

を
、
出
席
者
は
玉た
ま
ぐ
し
ほ
う

串
奉

奠て
ん
を
行
い
ま
し
た
。

尾
友
会
長
㊧
に
要
請

プ
ー
ル
の
安
全
を
祈
願



九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル

パ
ー
を
利
用
し
た
い
、
車
い

す
な
ど
の
福
祉
用
具
や
手
す

り
の
設
置
な
ど
の
住
宅
改
修

が
必
要
、
生
活
に
不
安
が
あ

る
が
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
、
と
い
っ
た
時
に
は
ま
ず

役
場
１
階
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
を
紹
介

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

印
鑑
を
持
っ
て
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
。
申
請
は
本
人
の
ほ
か
、

家
族
で
も
で
き
ま
す
。
申
請
を

す
る
と
、
左
図
の
と
お
り
の
流

れ
で
調
査
や
審
査
会
が
行
わ
れ
、

介
護
度
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
介

護
度
に
よ
っ
て
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
自
己
負
担
額
が
異

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
機
能
の
低
下

が
み
ら
れ
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
や
訪

問
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
）の
み
が
必
要
な
人
は「
事

業
対
象
者
」
と
し
て
「
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

窓
口
で
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
よ
り
生
活
機
能
の
低

下
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
医

師
の
意
見
書
や
訪
問
調
査
な

し
に
、
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
で

す
。
た
だ
し
、
福
祉
用
具
の

貸
し
出
し
な
ど
を
受
け
た
い

人
に
つ
い
て
は
、基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
要
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
知
り

た
い
人
は
、
気
軽
に
村
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

【図】介護申請から認定までの流れ
申　請

（村地域包括支援センター）
▼
調　査

（医師の意見書・市町村職員による本人
との面談調査）

▼
審　査

（二戸地区広域行政事務組合）
▼
認　定

（要介護１～５、要支援１・２、非該当）
ケアマネージャー決定、サービス利用
開始

　

介
護
や
支
援
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
、
介
護
や
医

療
な
ど
の
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
と
と
も
に
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
す
べ
て
を
公
的
な

専
門
的
サ
ー
ビ
ス
で
満
た
す

こ
と
は
、
財
政
的
に
も
人
材

面
で
も
不
可
能
で
す
。
そ
こ

で
、
住
民
同
士
が
困
っ
た
と

き
は
お
互
い
さ
ま
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
事
を
解
決
す
る
仕
組
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
決
め
ら
れ
た

謝
礼
金
で
身
の
回
り
の
生
活

支
援
（
ご
み
捨
て
や
電
球
交

換
、
買
い
物
代
行
や
書
類
の

代
読
な
ど
）
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
、
養
成
し
ま

す
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

利
用
者
が
助
か
る
だ
け
で
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

人
も
ほ
か
の
人
の
役
に
立
つ

こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
い
う
、
介
護

予
防
の
側
面
も
持
っ
て
い
る

仕
組
み
で
す
。
普
段
生
活
の

中
で
行
っ
て
い
る
家
事
な
ど

の
支
援
が
主
に
な
り
ま
す
の

で
、
担
い
手
は
特
別
な
資
格

や
技
能
は
一
切
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
家
事
だ
け
で
な
く
、

電
球
交
換
や
簡
単
な
修
繕
な

ど
、
男
性
の
出
番
も
た
く
さ

ん
想
定
さ
れ
ま
す
。
助
け
合

い
の
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
と
、
自
分
が
高
齢
に

な
っ
た
と
き
、
地
域
の
中
で

助
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

て
安
心
で
す
。

　

養
成
講
座
は
、
９
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

男
女
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　小さなつぶから、小
さな小さな竜が生まれ
た。
　ボウフラに会って、
てんとう虫に会い、ち
び竜はどんどん大きく
なる。だけど、どんな
姿になっても僕は僕で
ある。

ちび竜
工藤 直子 著／童心社

となりの難民
織田 朝日 著／旬報社

　

７
月
22
日
に
１
学

期
の
終
業
式
を
行
い

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
学
校

行
事
の
中
止
や
延
期
、

変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
中
総
体
県
大
会

は
中
止
と
な
り
、
地

区
大
会
は
規
模
や
期

間
を
縮
小
し
て
行
い
ま
し
た
。

今
ま
で
と
は
違
い
、
行
事
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
中
で
、
生

徒
た
ち
は
で
き
る
範
囲
で
精
一

杯
の
努
力
を
続
け
ま
し
た
。
終

業
式
の
中
で
佐
藤
校
長
は
、
１

学
期
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

２
学
期
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
ど
れ
ほ
ど
出
る
か
予
想

１学期終業式

が
難
し
い
で
す
が
、
１
学
期
同

様
行
事
の
変
更
な
ど
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
変
更
や

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応
し
、
そ

れ
ら
を
生
徒
が
成
長
す
る
機
会

と
と
ら
え
て
、
臨
機
応
変
に
対

　

前
期
中
間
考
査
後
の
６
月
16

か
ら
17
日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
生
徒
会
行
事
に

生
徒
一
人
一
人
が
い
い
汗
を
か

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
予
防

対
策
に
よ
る
制
約
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ル
ー
ル
を
自
分
た
ち
で

教
諭　

久
保
田　

忍

伊
保
内
高
校
の
近
況創

意
工
夫
し
な
が
ら
進
め
、
２

日
目
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会

に
よ
る
豚
汁
も
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
お
い
し
い
豚
汁
、
そ
し

て
行
事
が
で
き
る
こ
と
へ
の
喜

び
と
、
元
気
の
い
い
笑
顔
が
見

ら
れ
た
２
日
間
で
し
た
。

　

本
年
度
も
総
合
的
な
探
究
の

時
間
と
し
て
、
自
ら
の
興
味
や

地
域
の
課
題
な
ど
テ
ー
マ
を
決

め
て
行
う
探
究
や
、
高
校
の
魅

力
化
促
進
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
生
徒

自
身
が
直
接
、
地
域
の
人
に
伺

い
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日本における難民認定率
はわずか１％ということ
を知っていますか？
　日本育ちであっても大
人になれば「出入国在留
管理庁」というところに
収容されてしまうので
す。

１学期反省集会で合唱を披露した３年生

　サイモンは猫だ。そし
て…ライオンは？トラ
は？ヒョウは？
　僕たちなんか似てませ
んか？もしかして「なか
ま」ですか？
※2020岩手県読書感想文
　課題図書より。

サイモンは、ねこである。
ガリア・バーンスタイン 作／あすなろ書房

　小学５年生の美貴は２
年生の弟と母親の３人暮
らし。８月の夏休み、美
貴は母親のかわりにご飯
支度から洗濯、掃除もす
る、夏休みに遊ぶ友だち
はいない。毎日を必死に
生きる親子の物語。

八月のひかり
中島 信子 著／汐文社

体育館にはつらつとした声が響く

応
で
き
る
生
徒
を
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

夏
は
暑
さ
や
農
作
業
な
ど
に
よ
り
体

の
疲
労
に
加
え
、
水
分
を
多
く
と
る
の

で
胃
腸
が
弱
く
な
り
ま
す
。
特
に
乳
幼

児
や
高
齢
者
は
、
あ
た
り
や
す
い
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
季
節
は
、
少

し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
食
品
や

残
っ
た
お
か
ず
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま

し
ょ
う
。

■
鶏
肉
の
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
注
意

⃝

特
徴

　

ニ
ワ
ト
リ
や
牛
な
ど
の
腸
管
内
に
い

る
細
菌
で
、
少
量
の
菌
数
で
も
食
中
毒

を
発
生
し
ま
す
。
熱
に
弱
い
で
す
。

⃝

食
中
毒
の
症
状

　

食
べ
て
か
ら
１
～
７
日
で
発
症
（
食

べ
た
日
に
症
状
が
出
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
）。
下
痢
・
腹
痛
・
発
熱
。

⃝

対
策

　

十
分
に
加
熱
し
ま
す
（
中
心
が
白
く

な
る
ま
で
焼
く
）。
サ
ラ
ダ
な
ど
生
で
食

べ
る
も
の
と
は
別
に
調
理
し
ま
す
。
鶏

肉
を
調
理
し
た
器
具
は
熱
湯
で
消
毒
し

ま
す
。

■
魚
介
類
で
は
ア
ニ
サ
キ
ス
に
注
意

⃝

特
徴

　

寄
生
虫
（
線
虫
類
）
で
、
お
よ
そ
２

「
食
中
毒
」
に
気
を
つ
け
て
！～

３
㌢
の
白
く
て
少
し
太
い
糸
状
で
す
。

寄
生
し
て
い
る
魚
介
類
は
「
サ
バ
」「
ア

ジ
」「
サ
ン
マ
」「
カ
ツ
オ
」「
イ
ワ
シ
」「
サ

ケ
」「
イ
カ
」
な
ど
身
近
な
魚
介
類
で
す
。

⃝

食
中
毒
の
症
状

　

数
～
十
数
時
間
後
に
非
常
に
激
し
い

み
ぞ
お
ち
の
痛
み
・
吐
き
気
・
お
う
吐
。

→
「
急
性
ア
ニ
サ
キ
ス
症
」

　

十
数
時
間
後
以
降
に
、
激
し
い
下
腹

部
の
痛
み
。

⃝
対
策

　

新
鮮
な
も
の
を
選

び
、
す
み
や
か
に
内
臓

を
取
り
除
き
ま
す
。
ま
た
、
目
視
で
ア

ニ
サ
キ
ス
を
確
認
し
た
ら
、
除
去
し
ま

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
冷
凍
（
マ
イ
ナ
ス

20
度
で
24
時
間
以
上
）
や
加
熱
（
70
度

以
上
、
ま
た
は
60
度
以
上
な
ら
１
分
）

を
す
る
。
ま
た
、
食
酢
（
酢
じ
め
な
ど
）

や
塩
漬
け
、
し
ょ
う
ゆ
や
ワ
サ
ビ
で
は
、

ア
ニ
サ
キ
ス
は
死
な
な
い
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

鶏
肉
や
魚
介
類
は
食
生
活
に
欠
か
せ

な
い
食
材
で
す
か
ら
、
お
い
し
く
安
全

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ
）

ご
利
用
く
だ
さ
い  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

薬
剤
費
節
約
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
へ
の
切
り

替
え
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

特
許
期
間
が
満
了
し
た
新
薬
と
同
等

の
有
効
成
分
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。
新
薬
と
比
べ
て
低
価
格
で
あ

り
、
国
が
効
果
や
安
全
性
を
審
査
・
承

認
し
て
い
ま
す
。

※
特
許
が
満
了
し
て
い
な
い
薬
に
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
薬
に
よ
っ
て
は
新
薬
よ
り

高
く
な
る
場
合
や
金
額
に
差
が
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

【
新
薬
と
同
じ
点
】

　

効
能
・
効
果
や
安
全
性
、
有
効
成
分

の
種
類
、
量
、
用
法
、
用
量
な
ど

【
工
夫
し
て
い
る
点
】

　

味
や
形
、
大
き
さ
、
使
用
感
、
添
加

剤
な
ど

■
安
い
理
由

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
す
で
に

効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
新
薬
と
同
じ

有
効
成
分
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
短

い
開
発
期
間
で
費
用
も
少
な
く
て
済
み

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
薬
よ
り
も
価
格

を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。

■
変
更
し
た
い
時

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
医
師
に
よ

る
処
方
が
必
要
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
医
師
に
相
談

す
る
か
調
剤
薬
局
で
薬
剤
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
ら
、
効
き
目
の
強
さ
、
持
続
時
間
、

副
作
用
な
ど
を
確
認
し
、
お
薬
手
帳
に

記
録
し
て
お
く
と
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
す
る
と
き
に
便
利
で
す
。

（
国
保
担
当　

鳥
谷
部　

真
利
子
）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42
・
２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23
・
４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42
・
３
１
１
９
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村内の交通事故（６月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 －１件
物損事故 2 件 25 件 － 13 件
負 傷 者 0 人 0 人 －１人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 780日
（6月30日現在）

■
防
災
意
識
の
高
揚

～
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
～

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、
8
月
30

日
か
ら
9
月
5
日
は「
防
災
週
間
」で
す
。

■
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備

⃝

最
低
3
日
分
の
食
料
・
衣
類
や
懐
中

　

電
灯
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
非
常
時
持
ち

　

出
し
品
を
準
備
し
て
、
す
ぐ
持
ち
出

　
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お
く

⃝

家
族
と
の
連
絡
手
段
や
避
難
場
所
の

　
確
認
を
し
て
お
く

⃝

テ
レ
ビ
や
タ
ン
ス
、
食
器
棚
な
ど
、　

　
家
具
の
転
倒
防
止
措
置
を
と
る

■
地
震
が
発
生

◎
家
の
中
に
い
た
場
合

⃝

ま
ず
火
の
始
末
。
ガ
ス
の
元
栓
も
締

　
め
る

⃝

落
下
物
や
家
具
の
転
倒
、
ガ
ラ
ス
の

　
破
片
に
注
意

⃝

慌
て
て
家
を
飛
び
出
さ
な
い

◎
自
転
車
を
運
転
し
て
い
た
場
合

⃝
道
路
左
側
に
車
を
寄
せ
て
停
め
る

⃝

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
は
車
で

　
避
難
し
な
い

⃝

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
地
震

　
情
報
を
得
る

災
害
時
へ
の
日
ご
ろ
の
備
え
は
万
全
に

■
台
風
が
接
近

⃝

台
風
情
報
を
確
認
し
、
風
で
飛
ば
さ

　
れ
そ
う
な
物
は
中
に
収
納
す
る

⃝

風
が
強
い
と
き
は
、
飛
散
物
が
危
険

　
な
た
め
、
外
出
は
控
え
る

■
集
中
豪
雨

⃝

危
険
な
土
地
で
は
、
い
つ
で
も
避
難

　
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
お
く

⃝

避
難
す
る
場
合
は
、
持
ち
物
を
最
小

　

限
に
し
て
、
両
手
が
使
え
る
よ
う
に

　
し
て
お
く

⃝

冠
水
し
た
道
路
を
避
難
す
る
場
合
は
、

　

路
面
が
見
え
な
い
の
で
、
側
溝
や
マ

　

ン
ホ
ー
ル
の
穴
に
足
を
と
ら
れ
な
い

　
よ
う
に
注
意
す
る

村内の火災・救急（６月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 3 件 ＋１件
救 急 19 件 98 件 － 20 件

花
火
を
楽
し
く
安
全
に

　
夏
を
迎
え
、
花
火
を
楽
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
家
庭
で

気
軽
に
楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ
花
火
で
あ
っ
て
も
、
正
し
く
取
り
扱
わ

な
い
と
火
災
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
事
故
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

■
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
の
注
意
点

①
風
の
強
い
乾
燥
し
た
日
な
ど
に
は
花
火
を
し
な
い

②
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
束
ね
て
点
火
し
た
り
し
な
い

③
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

④
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

⑤
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
す
る

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
は

じ
め
と
し
て
、事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ

た
時
や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

時
に
、
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う

と
い
う
考
え
方
で
つ
く
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
人
以
外
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

20
歳
に
な
っ
た
ら  

国
民
年
金い

ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
生
や
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、

保
険
料
が
免
除
ま
た
は
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
生
活
課
ま
た

は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ８月３日㊊ ８月４日㊋ ８月17日㊊
空 き 缶 ８月18日㊋ ８月24日㊊ ８月25日㊋
粗 大 ご み ８月11日㊋
紙・プラ類 ８月13日㊍ ８月19日㊌ ８月27日㊍

ごみ収集日 ８月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

８ ２ 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 ８ ２ 菅歯科 23-5161

９ かわさきクリニック 26-9900 ９ ますだ歯科クリニック 26-8282

10 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 10 窪島歯科医院 23-2425

16 浄法寺診療所 38-2021 16 岩渕歯科医院 32-2238

23 松井内科医院 33-2201 23 菅原歯科医院 27-3301

30 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 30 小野寺歯科医院 33-3050

  乳・子宮頸がん
検診日程が決定
新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため延期していた、子宮頸
がん検診・乳がん検診について、
日程が決定したのでお知らせしま
す。なお対象者には、検診１か月
前を目途に個別に通知します。
■子宮頸がん検診
　12月10日（木）、11日（金）
※本年度は休日健診はありません
■乳がん検診
　１月５日（火）、６日（水）、９
日（土）
■問い合わせ
　村保健センター（☎42-2111内
線123）

  身体障がい者の
補装具巡回相談
身体障がい者の義肢・補装具の

巡回相談を開催します。専門技師
が相談に応じます。
■日時
　９月29日（火）
　午後1時30分～午後4時30分
※受け付けは午後2時まで
■場所
　二戸市総合福祉センター
■申込期限
　９月８日（火）
※予約制となっています
■申し込み・問い合わせ
　住民生活課地域福祉班（☎42-
2111内線203）

  防衛大学校の
各種学生募集
防衛省では、防衛大学校学生、

看護学科、防衛大学校医学科の各
種学生を募集しています。
【防衛大学校学生】
■資格
●推薦の場合
　18歳以上21歳未満の人で高卒
（見込み含む）または高専３年次修
了（見込み含む）で、成績優秀か
つ生徒会活動などに顕著な実績を
修め、学校長が推薦できる人。
●総合選抜および一般
　18歳以上21歳未満の人（自衛
官は23歳未満）で、高卒者（見込
み含む）または高専３年次修了者
（見込み含む）
■受付期間（予定）
●一般
　７月１日（水）～10月22日（木）
●推薦・総合選抜
　９月５日（土）～11日（金）

【看護学科生・防衛大学校医学科】
■資格
　18歳以上21歳未満の人で、高
卒者（見込み含む）または高専３
年次修了者（見込み含む）
■受付期間（予定）
●看護学科生
　７月１日（水）～10月１日（木）
●防衛大学校医学科
　７月１日（水）～10月７日（水）

■申し込み・問い合わせ
●総務企画課庶務財政班（☎42-　
　2111内線168）
●自衛隊岩手地方協力本部二戸地
　域事務所（☎23-2529）
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人のうごき人のうごき
（令和２年７月１日現在）

●人　口　　  ５，６４８ 人　  （＋９）

　　男　　　  ２，７１２ 人  　（＋５）

　　女　　　 ２，９３６ 人　  （＋４）

●世帯数　　  ２，１７７ 世帯　（＋１）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １３ 人  　（５８人）

　 転　 出 　 　　３ 人 　 （８２人）

　 出　 生　　 　　１ 人  　　（６人）

　 死　 亡　　　 　２ 人  　（４１人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆毎年恒例となっているヒメボタ
ルの撮影。今年はなんとか蛍が
飛ぶ姿を撮ることができました。
◆新型コロナの影響で、フェス
ティバルや鑑賞会がなくなってし
まいました。来年こそはコロナが
落ち着いて、多くの人にヒメボ
タルの魅力を知ってもらえたら
いいなぁと思っています。（前川）

  県・市町村の
偽ＨＰに注意
岩手県や県内市町村のホーム

ページＵＲＬに類似したアドレス
を、第三者が取得している事案が
発生しています。
　偽サイトを通じて個人情報がだ
まし取られる可能性がありますの
で注意してください。
■岩手県ホームページ
　https://www.pref.iwate.jp/
■九戸村ホームーページ
　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  新規就農に関する
無料相談会を開催

■日時
　８月22日（土）
　午前10時30分～午後３時
■場所
　いわて県民情報交流センター
■対象者
①独立・自営就農を希望している
人②農業法人へ就業・研修を希望
している人③農業体験を希望して
いる人など
■相談内容
　新たに農業を始めるにあたって
の情報を提供し、個別の相談に応
じます。
①就農地域の紹介②独立・自営就
農に向けた研修③農業法人への就
業・研修④農業技術・経営技術の
習得⑤農地の確保など
■問い合わせ
　岩手県農業公社就農支援部就農
支援課（☎019-623-9390）

公民館図書室からのお知らせ公民館図書室からのお知らせ
　８月13日（木）～16日（日）
の間、お盆期間のため「休館」
といたします。
　ご迷惑をおかけしますが、よ
ろしくお願いします。

  就職を支援します
介護技術講習開催

■日時
　９月17日（木）
　午後１時～午後４時
■場所
　二戸市シビックセンター
■参加資格
　介護に関心のある人
■内容
　車いす・介護ベッドの介助方法
実践、介護の基本姿勢など
■申込締切
　９月14日（月）
■申し込み・問い合わせ
　県社会福祉協議会福祉人材セン
ター（☎080-1651-6203）

  知っていますか？
建退共制度のこと
建設業退職金共済制度（建退共）
は、建設現場労働者の福祉増進と
建設業を営む中小企業の振興を目
的に設立された退職金制度です。
■加入できる事業主
　建設業を営む人
■対象となる労働者
　建設業の現場で働く人
■掛金
　日額310円
■問い合わせ
　建退共岩手県支部（☎019-622-
4536）
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完成した姿を思い浮かべ、花の選定から花を詰めるまでの作業をしました

試行錯誤しながら花を詰めていく参加者温めたろうをキャンドルに注ぐ菊地先生
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生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
「
ボ
タ

ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
に
挑
戦
し
よ

う
」
は
、
７
月
７
日
に
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
ア

カ
デ
ミ
ー
に
７
人
が
参
加
。
花

兵
衛
本
店
（
岩
泉
町
）
の
菊
地

香か

が

り
雅
里
さ
ん
を
講
師
に
、
色
と
り

ど
り
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ラ
や
カ
ス
ミ
ソ

ウ
、
ペ
ッ
パ
ー
ベ
リ
ー
な
ど
、
お

よ
そ
30
種
類
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
中
か
ら
、
お
気
に
入
り
の
花
を

見
つ
け
て
選
ん
で
い
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド

ル
の
キ
ッ
ト
を
使
い
、
透
明
な
容

器
に
花
を
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
芯
が
下
に
あ
る
状

態
で
花
を
詰
め
る
た
め
、
完
成
し

た
と
き
に
上
下
逆
さ
に
な
る
こ
と

を
想
定
し
、
花
の
向
き
な
ど
に
注

意
し
な
が
ら
、
作
品
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
挑
戦
し
た
、

伊
保
内
恒
子
さ
ん
（
85
）
＝
伊
保

内
上
＝
は
「
花
の
組
み
合
わ
せ
や

同
じ
色
の
花
を
使
わ
な
い
こ
と
を

工
夫
し
た
。
作
品
づ
く
り
が
楽
し

く
、
そ
の
作
品
を
作
り
上
げ
た
時

の
達
成
感
が
嬉
し
い
」
と
喜
び
に

満
ち
た
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー

カ
ラ
フ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

カ
ラ
フ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

と
も
る
姿

と
も
る
姿 

心
に
描
い
て

心
に
描
い
て

完成したボタニカルキャンドル




